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【目的】
私は元来海外に放浪する趣味があり、いままで長期休みを利用して一人で世界各地を転々と旅してきまし
た。その中で、イスタンブールとボリビアで出会った韓国人の友人とは今も交流が続いており、そのおかげ
で私の中の韓国の印象は良いものでありました。このような私が海外実習をしたいと思うのは自然な流れで
あり、そして、今回私はかねてから縁のあった韓国の地で臨床実習を行うことを決めました。一ヶ月間で韓
国人の親友を作るぞと出国前に胸に秘めて。
【動機】
韓国の医療ではメディカルツーリズムが有名であり、形成外科が著しく発展しているとのことを聞き、ど
うせなら韓国でしか見られない韓国ならではの診療科を見てみたいと思い、皮膚科と形成外科を選択しまし
た。韓国では形成外科と皮膚科が一番人気があり、学生時の成績と国家試験の成績とで希望の診療科が決ま
るみたいなのでアメリカと制度が似ています。この２つは、競争倍率が高いみたいです。
【日程】
２０１３年５月２０～６月１４日まで。
【実習内容】
１．皮膚科２０１３年５月２０日～５月３０日
毎朝のカンファレンス
抄読会
病棟回診
主に外来診察
外科手術見学
皮膚科の外来は毎日凄まじい数の患者さんが来られ、特にレーザー治療を施行されに来院される患者さん
が多かったです。韓国人の肌に対する美意識が高いことに驚きました。よく芸能人がしているというボトッ
クス注射を生で初めて見ました。
十万円以上もするアンチエイジング療法で、韓国はお金持ちが多いと感じました。
脂肪腫の摘除術の際は皮膚の縫合をさせてもらい、丁寧な指導を受けることが出来てすごく良かったです。
先生方は温和で、優しい方々しかいなかったです。
２．形成外科２０１３年６月３日～６月１４日
毎朝のカンファレンス
病棟回診
教授外来の見学
手術見学
毎日手術があり、毎日ただひたすら手術見学でした。ただ、先生方は非常に優しくユーモアがあり、所々
何をしているか説明して下さるので辛くは無かったです。
頬骨骨折や鼻骨骨折が多かったように思います。
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ただ、脂肪吸引術やその脂肪を顔に注入する施術などは初めて見ましたし、なにより受けに来られる患者
さんの多さに正直驚きました。
【休日】
週末を利用しメンバーで釜山、清州、慶州、ソウルへ行きました。
釜山は韓国第二の都市で海のキレイな港町です。街を散策中、海鮮市場にいると地元のテレビに取材される
ハプニングがありました。また、飲食店を営まれている親切なおばさんと親しくなりお酒や果物など色々と
頂いてしまいました。本当に人情の溢れる釜山のおばさんとは今も連絡を取って仲良くしています。
清州は、韓国の伝統的な町並みが残るゆったりした場所でしたが、観光客でいっぱいでした。慶州には車
をレンタルして慶州出身の医学生の友達に案内してもらいました。地元なので彼は本当に良く、全部隈なく
案内してくれて、晩御飯も美味しいお店に連れて行ってもらい感謝しきりでした。韓国全土の有名観光地を
だいたい網羅できて満足です。
【感想】
一ヶ月間、韓国にいて感じたことは、韓国人は人懐っこく、ユーモアがあって、競争好きということです。
また、人情厚く世話好きで、毎回食事のお会計を奢られました。割り勘という文化が無いということを聞い
てカルチャーショックを受けました。年齢の縦社会が非常に強く、年上がいつもお金を出して、オッパ（お
兄さん）と呼ばれるという習慣も面白かったです。一番の収穫は親友と呼べる程の友達ができたことです。
彼は、日本語が堪能だったこともあり気も合いすぐに仲良くなれました。他にも日本語をうまく使える生徒
が何人かいましたが基本的にはコミュニケーションは英語でしたこらからも交流を深めていきたいと思いま
す。たくさんの人に親切にしてもらい、返し切れないほどの恩を頂きました。このような機会を与えて下
さった廣川先生に心より御礼申し上げます。
【費用】
航空券代は富山空港発着で、往復で６万円くらい。
生活費は接待三昧ですのであまりかかりません。個人差はありますが、一カ月で６万円あれば余裕がある
といったところです。私は、倍以上使ってしまいましたが。
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